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概要 

現状の PHR システムでは、紙のフォームに印字された健康情報を一般ユーザが手作業により入力することを前提とし

ている。この方式は入力、確認などデータの移行に係るユーザの負荷に関する問題を解決するものではない。本研究開発

では、タッチパネルやカメラを備えたタブレット端末を想定し、簡単かつ直感的な操作により PHR システムへのデータ

移行やデータへのアクセスを可能とするプラットフォームの早期実用化を目指す。 

 

１．まえがき 

 医療機関、検査機関間での情報共有を意図した広範囲な

基盤整備に加え、健康診断結果等の個人の健康情報を自ら

が電子的に管理する仕組みである PHR（personal health 

record）システムも EHR システムの構築と共に研究等が

進められている。PHR システムでは、健康診断結果など、

自己の健康状態や疾病の治療に関係する情報をエンドユ

ーザである検診受診者や患者が主体的に一元管理し、それ

を本人が参照して利活用することを主目的とするが、必要

に応じて家族や医師と共有することも容易にする。日本で

は社会の高齢化に伴い、個人が健康管理を行う必要性がよ

り高まっているが、PHR の普及が進めば、過去の情報を

一元的、効率的に管理することが可能となり、成人病や慢

性疾患予防のための対応を早期に、より的確に、継続的に

行えるようになることが期待できる。これは、自己の主体

的活動による健康の維持・向上、すなわち QoL（Quality 

of Life）向上につながり、副次的な効果として「医療サー

ビスの効率化」等も期待できると考えられる。 

 石川県河北郡内灘町では、平成 21 年度に総務省の地域

情報通信技術活用推進交付金を受けて、個人が多様な端末

を用いて健康情報を随時蓄積、管理することを可能にする

インフラ構築を目指して、ライフ・ケア・オン・デマンド

事業を実施している。個人による健康情報の蓄積、活用は

自発的な健康管理への意欲を高めると同時に、上記システ

ムの活用により自己の身体、体調の変化を継続的に「見え

る化」できるため、健康管理に対する意識高揚ならびに疾

病予防に役立てられている。このシステムの主な利用者の

年齢層は 50 代から 60 代である。 

上記事業の推進過程で、利用者から健康データ投入の煩

雑さに関する指摘がなされた。すなわち、健康診断結果等

の数値等の入力をすべて手作業に依存していることの煩

わしさや、データ入力操作自体の煩雑さに関する意見を多

く受けた。健康情報を紙媒体から電子化する作業の効率

化・簡素化ならびにデータ参照時のユーザインタフェース

のユーザビリティの向上が図られれば実運用上の主な問

題が解決することになり、より多くの人に受け入れられる

PHR システムとなると考えられる。 

 

２．研究開発内容及び成果 

上記課題を解決するために、本研究開発課題では紙媒体

で提供される健康データのPHRシステムへの移行をより

容易にし、表示画面上での直観的な操作によりデータ閲覧

を可能とするエンドユーザ向けプラットフォームシステ

ムの設計、実装を行った。本研究開発課題では PHR デー

タ活用のためにエンドユーザが利用する装置として、タッ

チパネルディスプレイならびにカメラを備えたタブレッ

ト端末を想定する。現状ではエンドユーザが検査機関や医

療機関から健康診断結果等に関する情報を電子データと

して受け取るという前提は現実的ではないため、健康情報

の PHR システムへの移行に関しては、紙面に印字された

データを上記装置を用いて撮影し、それを OCR（Optical 

Character Recognition）処理により電子データ化したも

のを PHR システムに登録する方式を採用する。また、登

録データの参照に関してはタッチパネルディスプレイ上

でのタップ等のジェスチャ操作により登録データの参照、

更新等を行うインタフェースを構築した。 

紙媒体に印字された健康データを電子化する際には、タ

ブレット端末のカメラモジュールを用いて健康診断結果

等の印字紙面を撮影する。撮影の際には撮影対象毎に用意

されたフォーム情報を読み出し、撮影対象となるフォーム

の適切な領域を撮影するためのガイド枠を表示する。撮影

時のガイド枠の表示例を図 1 に示す。ユーザはガイド枠に

合わせてタブレット端末を適切な位置に移動させ、ガイド

枠と撮影対象の表領域が重なるようにした上で撮影ボタ

ンを押す。撮影された画像は項目名等の文字領域と測定値

等の数値・記号領域に分割され OCRエンジンに渡される。

OCR エンジンではフォーム位置情報を参照し、対応する

領域ごとに定義された辞書に基づいて文字認識を行う。撮

影ガイド枠と連携させた OCR辞書定義の概念を図 2に示

す。電子データ化された計測値は PHR サーバを介して
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PHR データベースに保存される。 

 

     
図 1 紙媒体データ撮影時のガイド枠表示の例 

 

  
   図 2 ガイド枠と文字認識辞書の定義 

 

データ閲覧機能に対しては、タッチパネルディスプレイ

を前提としたインタフェース設計、実装を行った。また、

中高齢者の利用を考慮し、画面上での操作の一貫性だけで

なく、各種ボタン配置、色と操作内容の対応、フォントサ

イズ等にも配慮した。また、各種測定値が標準的な範囲に

ある状況か否かに関する把握を容易にするため、測定値の

グラフ表示モードにおいては標準的な数値範囲を網掛け

表示している。図 3 は表形式でのデータ表示画面、図 4

はグラフ表示させた例である（データはサンプル）。 

 

  
図 3 表形式での表示    図 4 グラフによる表示 

 

PHR システムで管理する健康情報のデータ項目数は多

いが、そのすべてが閲覧時の興味対象になるとは限らず、

ユーザの利用目的や健康状態により閲覧対象となるデー

タ項目は異なると考えられる。そのためエンドユーザレベ

ルでは日常的に参照するデータ構造が個々のユーザの利

用目的に応じてカスタマイズ可能であることが望ましい

といえる。本プラットフォームでは、データ閲覧時に表示

するデータ項目をエンドユーザが任意に設定できるパー

ソナライズドビュー機能を実装した。設定画面ではスイッ

チ状のインタフェース部品を配置し、各データ項目を表示、

あるいは非表示に選択できるようにしており、データ閲覧

画面ではその設置を反映した表示がなされる。 

 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

本研究開発で作成したソフトウェアは、例えば石川県内

灘町民向けの PHR サービスである、既存のけんこうバン

ク Lico サービスと同様な利用が可能であり、既存ユーザ

に対して新たなPHRプラットフォームの選択肢を提供で

きると考えられる。また、本研究開発で行った、撮影操作

による紙媒体情報の電子化に関連する撮影支援、文字認識、

フォーマット認識技術は他の種類の紙媒体データの電子

化にも応用可能であるため、他の応用領域に対する今後の

波及効果も期待できる。 

 研究期間後も引き続き北陸地域等での技術展示会や産

学連携マッチングイベント等へ出展し、PHR システムの

普及を目指す地方自治体等への情報提供を継続している。 

 

４．むすび 

 本研究開発では、PHR 普及のための課題の一部である、

エンドユーザレベルにおける紙媒体データの電子化と、直

観的なユーザインタフェースによるデータ閲覧操作性の

向上に着目し、プラットフォームシステムを開発した。高

齢者の利用も拡大しているタブレット端末の使用を想定

し、タブレット端末のみでデータの電子化から閲覧、デー

タベース構造の仮想的変更など一通りの操作が完結でき

るため、その利用拡大に貢献すると考えられる。 
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